
●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

　
　

早
期
退
職
者
は
、
い
つ
ま

で
に
申
し
出
れ
ば
よ
い
か
。
退

職
時
期
が
わ
か
り
に
く
い
と
い

う
点
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

退
職
の
日
に
お
い
て
満

50
歳
以
上
の
者
で
、
20
年
以
上

勤
続
。
職
員
本
人
の
病
気
、
家

族
の
介
護
の
事
情
で
町
長
が
特

に
認
め
た
者
の
２
点
で
、
10
月

ま
で
に
申
し
出
る
。

　

課
の
能
力
が
落
ち
な
い
よ
う

な
人
事
異
動
を
計
画
的
に
考
え

て
い
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

　
　

環
境
保
全
対
策
費
住
宅
用

高
効
率
給
湯
器
設
置
費
補
助
金

は
、
ど
の
く
ら
い
の
件
数
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。
補
助
額
に

上
限
が
な
い
の
か
。

　
　

今
回
の
補
正
予
算
で
50
件

分
を
計
上
し
、
当
初
予
算
と
合

わ
せ
て
１
５
０
件
分
に
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
１
０
０
件
交
付

決
定
が
あ
り
、
ま
だ
、
問
合
せ

が
あ
る
。
な
か
な
か
見
込
み
が

難
し
く
、
今
後
も
予
算
の
許
す

範
囲
内
で
補
助
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部

改
正

　
　

国
民
健
康
保
険
税
を
上
げ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
年

度
途
中
で
中
学
生
医
療
費
無
料

化
を
す
る
意
図
は
。

　
　

昨
年
度
決
算
で
、
特
に
法

人
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
業
績

が
さ
ほ
ど
落
ち
な
か
っ
た
た
め
、

子
ど
も
医
療
の
拡
充
が
可
能
と

な
っ
た
。
時
期
に
つ
い
て
は
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
で
実
施
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
提
案
を
出

し
た
。

　
　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

数
は
町
内
人
口
の
４
分
の
１
で

あ
る
。
繰
入
金
の
限
度
額
は
約

１
億
円
が
限
度
だ
と
、
本
会
議

で
も
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
約
１

億
円
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
根

拠
は
。

　
　

制
度
的
に
は
そ
の
他
繰
り

入
れ
金
は
０
円
が
望
ま
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
民
健
康
保

険
会
計
が
財
政
的
に
脆
弱
だ
と

い
う
事
実
が
あ
り
、
町
の
判
断

と
近
隣
の
状
況
を
参
考
に
し
な

が
ら
９
千
万
円
程
度
を
目
安
に

し
て
き
た
。
今
の
状
況
で
は
繰

入
金
を
当
面
は
増
や
さ
ざ
る
を

え
な
い
。
１
億
２
千
万
円
程
度

と
考
え
て
い
る
。
財
政
力
の
低

下
と
国
民
健
康
保
険
の
状
況
を

勘
案
し
て
、
繰
入
金
を
増
や
し
、

国
民
健
康
保
険
税
も
若
干
増
を

お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

全
体
の
住
民
が
納
得
し
て
も
ら

え
る
と
判
断
し
て
い
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

　
　

今
回
の
14
橋
は
ど
の
よ
う

な
位
置
付
け
の
橋
梁
あ
る
い
は
、

跨
線
橋
に
な
る
の
か
。

　
　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

橋
長
14
・
5
ｍ
以
上
の
24
橋
に

つ
い
て
、
順
次
点
検
を
行
い
修

繕
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

14
・
5
ｍ
未
満
の
橋
梁
で
あ
っ

て
も
重
要
な
路
線
、
影
響
の
大

き
い
箇
所
、
そ
の
他
の
町
道
と

し
て
、
橋
長
10
ｍ
以
上
か
つ

幅
員
６
ｍ
以
上
の
計
14
橋
を

選
定
し
た
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
　

ど
こ
の
何
の
た
め
の
修
繕

費
か
。

　
　

上
ケ
の
第
１
ポ
ン
プ
場
の

吐
出
弁
、
３
号
エ
ン
ジ
ン
お
よ

び
大
足
ポ
ン
プ
場
の
減
圧
電
磁

弁
の
修
繕
費
で
あ
る
。
故
障
が

あ
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
重
大
な

も
の
と
な
る
の
で
状
態
を
確
認

し
て
直
ち
に
対
処
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

こ
せ
ん
き
ょ
う

わが町の

＊1 収益的…経営に伴い発生が予想される収入と費用　＊2 資本的…将来に備えて行う建設改良などの支出とその財源となる収入
＊3 不足分は損益勘定留保金（積立金）などで補てん
＊4 上の表①～④の指標が一つでも基準を超えると「財政健全化計画」を定めなければならない。計画
　　の実施状況によっては国からの勧告もある。
＊5 指標が財政再生基準を上回ると健全化段階よりさらに悪化した状態となり、「財政再生計画」を定め、
　　地方債（借金）が制限され、総務大臣の同意、許可、勧告などの関与があり、国の管轄下に置かれる。

■平成２１年度決算の概要
会　計　名

水道事業会計
収益的＊1
資本的＊2

一　般　会　計
国民健康保険特別会計

特　

別　

会　

計

老人保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
下水道事業特別会計

小　　　計
合　　　計

歳入（収入） 歳出（支出） 差引額 採決の結果
132億3,650万円 124億6,080万円 7億7,570万円 賛成14反対3

賛成14反対3
全 員 賛 成
賛成14反対3
賛成14反対3
賛成14反対3
賛成14反対3

ー
ー

賛成14反対3

35億7,910万円 34億9,160万円 8,750万円
1,179万円 1,128万円 51万円

2億9,263万円 2億9,223万円 40万円
17億8,194万円 17億6,588万円 1,606万円

6,319万円 6,319万円 0
19億8,166万円 19億8,166万円 0
77億1,031万円 76億584万円 1億447万円
209億4,681万円

7億8,463万円

200億6,664万円

7億7,139万円

8億8,017万円

1,324万円
1億6,823万円 5億5,801万円 ▲3億8,978万円＊3

■財政健全化判断
指　　標

健全化判断比率
21年度 20年度

平成21年度
早期健全化基準＊4

財政再生基準
＊5 審査結果

①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

ー
ー
5.3%
ー

ー
ー
5.6%
ー

13.51%
18.51%
25.0%
350%

20.0%
40.0%
35.0%

赤字なし
赤字なし
基準以下
基準以下

■まちの財政力（通信簿）

財 政 力 指 数

経常収支比率

実質公債費比率

人件費や物件費などの経費が一般財源に占める割合。
90％以上は危険域。
全国平均 91.8%（H20）類似団体平均 83.5%（H20）

収入に対する借金返済の割合。18％を超すと借金が許可制
に、25％を超すと単独事業は制限される。
全国平均 11.8%（H20）類似団体平均 10.9%（H20）

平成21年度

1.28

80.5％

5.3％

1.29

78.8％

5.6％

1.27

77.1％

6.4％

平成20年度 平成19年度 説　　　明
必要な費用をどれだけ自前で調達できるかを
示す値。１を超えているほど財政に余裕がある。
全国平均 0.56（H20）類似団体平均 0.83（H20）

チェ
ック!!チェ
ック!!

加入者の皆様の健康維持を支える制度 国民健康保険
　現在、保険税収入の低下および医療費の伸びなどで、国民健康保険事業特別会計だけでは維持できない
状態です。そのため一般会計からの繰り入れが年々増えています。
　国民健康保険運営協議会からの答申を受け、引き上げをさせていただくことになりました。

増
税
額（
年
間
）

9万円以上

8万円超～9万円以下

7万円超～8万円以下

6万円超～7万円以下

5万円超～6万円以下

4万円超～5万円以下

3万円超～4万円以下

2万円超～3万円以下

1万円超～2万円以下

0円超～1万円以下

0円（税額変更なし）

0.0% 35.0% 40.0%30.0%25.0%20.0%15.0%10.0%5.0%

■武豊町国民健康保険事業概要

①医療費
②国民健康保険税課税額
③一般会計法定外繰入金

平成 20年度 平成 21年度 平成22年度(見込)
一人当たり 一人当たり 一人当たり総額
円 百万円

268,718
92,227
8,303

2,913
1,000
90

総額
円 百万円

278,221
91,677
10,936

3,068
1,011
121

総額
円 百万円

278,534
86,068
20,332

3,075
952
225

■国民健康保険税の税率について

資産割額
所得割額

均等割額（年額）
平等割額（年額）
課税限度額

医療分 後期高齢者支援金等分 介護分
現行 改定後
3.70% 4.50%
20%

２１，６００円
２０，４００円

20%
２１，６００円
２０，４００円

４７万円 ５０万円

現行 改定後
1.60% 1.60%
10%

７，２００円
７，２００円

10%
７，２００円
７，２００円

１２万円 １３万円

現行 改定後
0.70% 1.00%
4%

７，２００円
４，８００円

4%
７，２００円
４，８００円

９万円 １０万円

26.9%

33.6%

22.4%

9.0%

4.4%

1.8%

0.8%

0.6%

0.2%

0.2%

0.1%

平成２２年第４回定例会
議案第９６号「武豊町国民健康保険税条例の一部改正について」 賛成１４／反対３採　決

国民健康保険税引き上げ国民健康保険税引き上げ平成23年4月から
問

問問

問

答答

答

問答

答 ■
総
務
企
画
委
員
会

■
文
教
厚
生
委
員
会

■
産
業
建
設
委
員
会

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

本
会
議
に
お
い
て
、
８
議
案
が
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

意見書

請
願

　

本
議
会
に
お
い
て
２
件
の
意

見
書
が
提
出
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
可
決
し
た
意
見
書
は
、
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・

治
療
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療
に

有
効
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ

療
法
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
保

険
適
用
さ
れ
ず
、
高
額
な
医
療

費
負
担
に
、
患
者
及
び
そ
の
家

族
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環

境
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
及

び
治
療
の
確
立
を
早
期
に
実
現

す
る
た
め
、
本
年
度
中
に
脳
脊

髄
液
減
少
症
の
診
断
基
準
を
定

め
る
こ
と
、
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ

療
法
を
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治

療
法
と
し
て
確
立
し
、
早
期
に

保
険
適
用
と
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
。

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
不
参
加
を
求
め

る
意
見
書

　

政
府
は
、
11
月
９
日
に
「
包

括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
閣
議
決
定
し
、
こ
の

中
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
に
つ
い
て

の
参
加
・
不
参
加
を
先
送
り
し

た
も
の
の
、「
関
係
国
と
の
協

議
を
開
始
す
る
」
と
判
断
し
て

い
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
は
、
関
税

撤
廃
の
例
外
措
置
を
認
め
な
い

完
全
な
貿
易
自
由
化
を
目
指
し

た
交
渉
で
あ
る
。

　

国
民
の
圧
倒
的
多
数
が
望
む

食
料
自
給
率
の
向
上
は
到
底
不

可
能
で
あ
り
、
農
林
水
産
省
の

試
算
で
も
先
進
国
中
最
低
の

40
％
か
ら
、
さ
ら
に
14
％
へ

と
激
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
食

品
関
連
の
輸
送
な
ど
広
範
な
業

種
で
雇
用
が
失
わ
れ
、
地
域
経

済
も
大
打
撃
を
被
る
も
の
と
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
交
渉
へ
参
加
し

な
い
よ
う
要
請
す
る
。

　
「
国
保
税
引
き
上
げ
に
反
対

し
、
引
下
げ
を
求
め
る
請
願
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会

議
で
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

国民健康保険税は医療分、後期高齢者支援金等分、介護分の合計額です。
所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額の合計となります。

問答
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そういえば
あの答弁

どうなった
のかなQ＆Aその後どうなった？

　

武
豊
町
に
お
住
ま
い
の
皆
様

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
康
で
希
望
に

満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
春
に
あ
た
り
、
議
会
を
代

表
し
て
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
議

会
に
対
す
る
ご
理
解
と
、
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
日
本
経
済
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も

和
ら
ぎ
、
落
ち
着
き
を
み
せ
た

一
年
で
あ
っ
た
か
に
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
は
、

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国

の
原
動
力
に
よ
る
も
の
で
、
日

本
経
済
の
自
力
に
よ
る
回
復
と

は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
政
治
介
入
に
よ

る
エ
コ
カ
ー
や
エ
コ
家
電
に
対

す
る
補
助
金
な
ど
の
購
入
支
援

策
が
国
内
の
個
人
消
費
を
伸
ば

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
、
景

気
の
下
支
え
を
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

先
も
大
変
き
び
し
い
情
勢
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

働
く
場
所
の
確
保
や
賃
金
格

差
の
問
題
、
或
い
は
子
育
て
や

年
金
問
題
は
、
政
府
が
取
り
組

む
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

地
方
議
会
と
し
て
も
議
会
の
立

場
や
地
方
６
団
体
の
立
場
か
ら

国
や
県
に
対
し
て
、
訴
え
て
い

く
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
武
豊
町
議

会
に
お
い
て
、
議
会
の
基
本
理

念
、
議
員
の
責
務
や
活
動
原
則

な
ど
を
定
め
る
こ
と
と
な
る

「
武
豊
町
議
会
基
本
条
例
」
の

制
定
に
向
け
た
「
武
豊
町
議
会

基
本
条
例
策
定
研
究
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

議
員
一
同
、
住
民
福
祉
の
向

上
や
町
勢
の
伸
展
に
寄
与
し
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
働
く
こ
と
を
条
例
に

明
記
し
、
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
は
、
国
や

県
に
追
随
す
る
政
策
を
推
進
す

る
の
み
で
は
、
住
民
の
皆
様
の

満
足
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
武
豊
町
の
特
色
を
活
か

し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会

と
し
ま
し
て
は
、
町
長
が
提
案

す
る
施
策
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
議
会
自
ら
が
発
案
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

新
た
な
武
豊
町
を
創
造
し
、

武
豊
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

言
え
る
、
豊
か
で
、
う
る
お
い

の
あ
る
郷
土
、
元
気
な
武
豊
町

を
築
き
上
げ
、
皆
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
員
一
同
、

活
動
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
町
民
の
皆
様
、
関
係
各

位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

謹 賀 新 年謹 賀 新 年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

武
豊
町
議
会
議
長

小
山
茂
三

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
1
時
の
間
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ア
ル
ミ
缶
、
新

聞
・
雑
誌
や
ガ
ラ
ス
類
な
ど
、

16
種
類
の
資
源
回
収
が
開
始

さ
れ
、
地
域
分
別
収
集
を
利
用

で
き
な
い
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

生
活
様
式
の
多
様
化
が
進

み
、
月
２
回
の
決
め
ら
れ
た
時

間
に
地
域
の
分
別
収
集
を
利
用

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
資
源

回
収
拠
点
の
常
設
を
求
め
る
。

　

住
民
の
更
な
る
分
別
意
識
の

高
揚
と
徹
底
を
図
り
、
ご
み
の

減
量
、
発
生
抑
制
に
努
め
よ
う

と
、
平
成
22
年
9
月
13
日
に
、

「
た
け
と
よ
資
源
回
収
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
武
豊
町
ヲ

ヲ
ガ
ケ
22
ー
3
（
武
豊
高
校
前
）

に
開
設
さ
れ
た
。

問

量
は
、
約
3
0
0
0
ｔ
と
な
り
、

完
成
後
に
は
、
見
学
者
に
対
し
、

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
説
明
す

る
Ｐ
Ｒ
室
や
、
施
設
が
一
望
で

き
る
展
望
台
も
計
画
さ
れ
、
環

境
の
町
「
武
豊
」
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
産
業
観
光
に
貢
献
し
、

持
続
的
発
展
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
：
太

陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

水
力
な
ど
枯
渇
す
る
こ
と
の
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー

問

そ
の
後

そ
の
後

■エコステーション

■「メガソーラーたけとよ」平成22年12月の工事状況（工事現場南端より撮影）
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その他

プラ容器

ペットボトル

アルミ缶

スチール缶

紙製容器

ガラス類

布類

ダンボール

雑誌

不燃物

新聞

■エコステーション分別収集実績

　
　

環
境
の
町
「
武
豊
」
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、
産
業
観
光

の
目
玉
と
し
て
期
待
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
議
員
か
ら
の
質
問
や
そ

の
答
弁
で
話
題
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
建
設
中
の
中
部
電
力

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
工
事

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

中
部
電
力
で
は
、
地
球
環
境

問
題
へ
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電　

の
開
発
や
普
及
支

援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
武
豊
火
力
発
電
所

南
側
に
14
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
正
式
名
「
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
た
け
と
よ
」
は
、
平

成
21
年
9
月
に
着
工
し
、
平
成

22
年
8
月
よ
り
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
が
開
始
さ
れ
、
現
在
、
約

２
万
５
千
枚
（
64
％
）
の
パ
ネ

ル
が
貼
ら
れ
、
平
成
23
年
10
月

の
運
転
開
始
に
向
け
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。

　

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
た
け
と
よ
」

は
、
パ
ネ
ル
数
3
9
0
0
0
枚
、

発
電
規
模
７
・
５
M
W
の
中
部

地
区
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
所

で
、
想
定
年
間
発
電
量
約

7
3
0
万
ｋ
Ｗ
ｈ
（
一
般
家
庭

の
約
2
0
0
0
世
帯
分
の
年
間

使
用
量
）
、
年
間
Ｃ
Ｏ　

削
減

（※）

２
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